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研究成果の概要（和文）：　本研究の成果は主として以下の4点である。第1に、体育カリキュラム評価研究の前
提となる戦後日本の実践を基盤にした体育カリキュラム研究の成果と課題が引き出された。第2に、実践を基盤
にした体育カリキュラム評価の基本単位としての年間計画を評価するポイントが明らかにされた。第3に、体育
教師のカリキュラムづくりに向かう「実践的認識」の形成―変容に関わる研究から学校現場で教師たちが体育カ
リキュラムを実践ベースでチェック（評価）すべき８つのポイントが導出された。第4に、ペルーのナショナ
ル・カリキュラムの実践化をめぐる体育教師の評価方法の重要な構成要素が明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：　The results of this study are mainly four points. First, the results and 
tasks of practice-based physical education curriculum research in postwar Japan, which is the 
premise for physical education curriculum evaluation research, were revealed. Second, the points for
 evaluating the annual teaching plan as the basic unit of practice-based physical education 
curriculum evaluation were clarified. Third, based on the research on the formation of PE teachers' 
“practical awareness” toward curriculum development, eight points that teachers should check the 
PE curriculum practice at school were clarified. Fourth, the important components of the evaluation 
method of PE teachers regarding the implementation of the National Curriculum of Physical Education 
in Peru were identified

研究分野： 体育科教育学

キーワード： 体育カリキュラム　スクール・ベースト・アプローチ　カリキュラム評価方法　年間計画　「実践的認
識」の形成―変容

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　カリキュラム研究の国際動向においてスクール・ベースト・アプローチによるカリキュラム評価の開発研究は
重要課題になっており、教科教育学においても授業実践を基盤にした教師による教科カリキュラム開発が重要な
課題となっている。その中でカリキュラム・アセスメントの問題が未開拓な現状にある。
　本研究は具体的な体育実践の事例分析から「単元―年間計画―カリキュラム」の関係や構造の評価方法を教師
と共同するアクション・リサーチによって解明しようとする点と、日本―ドイツ―ペルーの比較検討を行うこと
で国際的に適用できる学校体育カリキュラム評価方法を解明しようとした点に本研究の独自性と創造性があり、
学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 丸山真司 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年のカリキュラム研究の国際動向として、実践現場で教師が協働して参加するカリキュラ

ム開発のダイナミズムの解明を目指すスクール・ベースト・カリキュラム開発（以下、SBCD）研
究が進められるようになってきた。また、近年の教科教育学研究においても実践主体としての教
師に着目し、授業をカリキュラムの全体構造の中に位置づけて、授業実践を基盤にした教師によ
る教科カリキュラム開発の研究が重要な課題となっている。さらに、教育政策の動向として平成
29 年 3 月に学習指導要領が改訂され、将来の社会を切り開くための資質・能力の育成と「主体
的・対話的で深い学び」の充実のために「各学校におけるカリキュラム・マネジメントの確立」
が重視されるようになった。その中でとりわけ教育課程の実施状況を評価して改善を図ってい
くことが学校現場においても重要な課題として取り上げられるようになった。 
これまで筆者は、実践を基盤にした教師による体育カリキュラム開発研究を科研費での研究

を中心に 10 年余に渡って進めてきた（平成 20 年度～30 年度にかけて３つの基盤研究(C)を実
施）。一方で、SBCD 研究においてカリキュラム・アセスメントの問題が未開拓なまま残されてお
り、同様に筆者の研究においても教師による体育カリキュラム実践をどのように評価すべきか
というカリキュラム評価研究が残された課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、実践を基盤にした学校体育のカリキュラム開発プロセスにおいて教師がカ

リキュラムをどのように評価し、またその評価結果をカリキュラム開発や授業実践にどのよう
に活用すべきかというカリキュラムの評価方法をスクール・ベースト・アプローチによって明ら
かにし、学校体育のカリキュラム評価方法モデルを構築することであった。 
 
３．研究の方法 
 
研究目的を達成するために、本研究では３つの研究課題領域とそれに対応する具体的な作業

課題および研究アプローチを設定して研究を進めた。第 1の研究課題領域は「実践を基盤にした
学校体育カリキュラム評価の状況分析と理論仮説の設計」であり、ここではカリキュラムに関わ
る国内外の先行研究の検討から学校体育カリキュラムの効果検証のデザインや評価方法につい
ての理論仮説を引き出すことである。第２の研究課題領域は「体育実践における『単元―年間計
画―カリキュラム』をつなぐ関係と内実の評価」であり、体育実践の中で「単元―年間計画―カ
リキュラム」をつなぐ「目標―内容―方法―評価」の関係とその内実を分析するとともに、優れ
た体育実践を展開している体育教師の事例から教師のカリキュラム評価に対する意識・認識を
把握し、教師自身がカリキュラムを評価する具体的な方法を引き出すことである。第３の研究課
題領域は「学校体育におけるカリキュラム評価方法の理論的解明とモデルの創出」であり、ここ
ではドイツの体育カリキュラム評価方法モデルの検討と学校体育発展途上国のペルーにおける
体育実践を基盤にしたカリキュラム評価の比較事例分析を行いつつ、国際指標に耐えうるカリ
キュラム評価方法のモデルを創出することであった。 
 
４．研究成果 
 
本研究では大きく分けて以下の 4つの側面から成果が引き出された。 
 

（１）戦後日本の実践を基盤にした体育カリキュラム研究の評価 
 
体育カリキュラム評価研究の前提として、戦後の体育カリキュラム研究の成果と課題を把握

することは重要な作業になる。この研究成果は日本体育科教育学会編(2021)『体育科教育学ハン
ドブック』(大修館書店)の「第３部第１章 教育課程・カリキュラム研究」にまとめられている。
ここではまず第 1に、1940 年代後半～50 年代にかけて神奈川県「大田小プラン」(1951-1956)や
常陸「太田小実践研究」-「浦和市の体育研究」(1954-1959)など、実践的な「生活体育カリキュ
ラム」研究が華やかに展開され、これらが戦後の実践を基盤にした体育カリキュラム開発研究の
先駆けになったと評価できる。第 2 に、1958 年に学習指導要領が告示され法的拘束力を持って
以来、日本のカリキュラム開発やカリキュラム研究が停滞し、教師のカリキュラム開発意識･主
体性が低下していったと指摘されるように(天野正輝,1993)、体育でもカリキュラム研究が停滞
していったと思われる。その中で、90 年代後半から民間教育研究団体による実践を基盤にした
体育カリキュラム研究も行われるようになり、学校体育研究同志会が学習指導要領のオルタナ
ティブとして運動文化論を基盤にした『体育・健康教育の教育課程試案』（学校体育研究同志会
教育課程自主編成プロジェクト編,2003）を教師たちの手によって提起し、また全国体育学習研



究会も「楽しい体育」論に立脚して小学校から高等学校までの体育実践例を示しながらカリキュ
ラム研究を進めた(2008)。民間教育研究団体である学校体育研究同志会や全国体育学習研究会
は依拠する体育教科観は異なるものの、体育における教師のカリキュラム開発意識やカリキュ
ラム研究の停滞という状況の中で、日本の体育カリキュラム研究において実践を基盤にした体
育カリキュラム開発（教科論レベルのカリキュラム開発）研究のモデルを提示したという意味は
大きいと評価される。第 3に、近年の体育カリキュラム研究として、丸山と菊は「体育カリキュ
ラムの社会的構成をめぐる諸相」という観点から体育カリキュラム研究の課題を提起した（岡出
美則・友添秀則・松田恵示・近藤智靖編(2015)『新版 体育科教育学の現在』，創文企画）。同書
で岡出は、教科の目標/教科内容の構成/カリキュラム評価/カリキュラムの実態と機能の研究に
ついて国内外の研究動向を整理する中でカリキュラム研究の成果と課題を指摘した。さらに、批
判的教育学を基礎にした井谷(2013)のカリキュラム・ポリティクスの研究も重要な問題提起を
した研究として評価されよう。 
 
（２）実践を基盤にした体育カリキュラム評価の基本単位としての年間計画―重点教材の評価 
  
カリキュラムづくりの土台は授業（単元）実践であるが、学校現場で授業実践とカリキュラム

を結ぶ最も重要な単位は年間計画である。年間計画づくりを教師集団で意識的に取り組むこと
がカリキュラム開発の重要な課題となる。本研究の研究課題領域Ⅱ（「体育実践における『単元
―年間計画―カリキュラム』をつなぐ関係と内実の評価」）の課題は、学校体育の「単元―年間
計画―カリキュラム」アセスメントのアクション・リサーチよる事例分析であった。 
 年間計画やカリキュラムを意識して体育実践を展開する優れた教師の事例から明らかになっ
たことの一つは、彼らが大単元授業で年間計画を構成している点である。大単元で年間計画やカ
リキュラムを構成するということは教師が重点教材や重点内容を構想することであり、それが
自身の実践や年間計画に個性をもたらすことになる。そしてどの教師も子どもの実態を把握す
ることから重点教材を設定している。そして第 2 に、優れた教師が重点教材を構想する際には、
子どもの実態を軸に１年間の出口像を描きながら、教科内容の探究、発達課題の教材化、自身が
得意で関心がある教材、学校の置かれている状況を考慮するなどの視点から重点にすべき教材
を選び、1 学期から 3 学期までのストーリーを描いて年間計画に位置づけていることが明らかに
なった。第 3に、事例分析から年間計画づくりにおいて重視している点、言い換えれば年間計画
を評価する際のポイントが明らかになった。それを教師への問いとして示せば、①子どもの事実
（願い、訴え）と「できる―わかる」過程の実態を把握しているか、②「子どもが変わる授業」
のイメージを持っているか、③「年間を通して子供たちにどんな力をつけるのか」(出口像)を構
想しているか、④そのための視点と方法を持っているか、⑤重点教材化(大単元化)して取り組ん
でいるか、⑥単元計画はその教材で「なぜ、何を教えるか」を自問自答しているか、⑦ゆとりあ
る教育活動が行える条件整備(職場づくり･学校づくり)をしているか、⑧実践報告という集団検
討のフィルターを通して計画しているか、⑨年間計画づくりの背景にある自身の体育観を問う
ているかであった。 
 
（３）体育教師のカリキュラムづくりに向かう「実践的認識」の形成―変容からの評価 
  
本研究では 40 年近くに渡って優れた体育実践を継続的に積み上げてきた熟練体育教師（小学

校教諭Ｓ氏）がこれまでの体育の実践づくりの中でどのような授業やカリキュラムに関わる経
験をし、その中でカリキュラムづくりに向かう「実践的認識」をどのように形成―変容してきた
のか、その特徴や要因、プロセスを明らかにすること、そしてそこから教師がカリキュラムを創
出したり評価するポイントを引き出すことが目的であった（丸山，2021）。 
 これまでの S 氏の 40 年近くに及ぶ実践研究史を紐解く（評価する）と、教師はそれぞれの時
代において実践づくりに際して固有の思いや悩みを持ち、その克服過程で教師の「実践的認識」
が形成され、それがその教師の「こだわり」や信念、実践の個性になっていくこと、そして教師
の「実践的認識」や「こだわり」は実践現場において子どもとの格闘の中で、仲間との相互批評
の中で、地下水脈のようにつながりながら強固なものとなり、実践を豊かにしていくことが浮か
びあがった。S氏の実践の積み重ねの背景には、刺激をくれる人との出会い、よい実践との出会
い、集団研究と集団批評で揉まれること、失敗を客観視しポジティブに変える思考、実践への原
動力となる不自由の自覚、仲間や同僚性、教師が学び続けることが存在していたと思われる。 
 S 氏の実践研究史は、実践・研究のモチーフを含めⅠ期～Ⅵ期に分けられる。Ⅰ期(教師歴 1-
4 年)：「よい授業を」、Ⅱ期(教師歴 5-7 年)：「子どもたちの自主性・創造性をいかす授業を」、
Ⅲ期(教師歴 8-12 年)：「子どもたちの学習意欲を引きだす教材づくりを」、Ⅳ期(教師歴 13-20
年)：「学校づくり・教育課程づくりを視野に入れた体育の実践を」、Ⅴ期(教師歴 21-32 年)：「豊
かな内容で、子どもたちをつなぐ体育の教材づくり・授業づくりからカリキュラムづくりへ」、
Ⅵ期(教師歴 33-38 年)：Ⅴ期の継承・発展期である。Ⅰ期からⅤ期を評価してみると、Ⅰ－Ⅱ－
Ⅲ期は主としておもしろい教材づくり―よい教材づくり―運動文化と子どもをつなぐ教材づく
りを中心とした実践研究に重点が置かれ、Ⅳ～Ⅴ期になると年間計画―カリキュラムを意識し
た実践研究へと移る（表 1）。そしてそこでの教材研究も教材のクロスカリキュラム的な研究に
なっていったものと考えられる。また、この S氏の実践研究からは、教材づくり―授業づくりか



ら年間計画づくり―カリキュラムづくりへと向かう思考過程が進む一方で、年間計画やカリキ
ュラムづくりの意識が形成されると、それとの関係を視野に入れたより深い教材づくりや授業
づくりへと進む思考過程が生まれることも明らかにされた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 さらに、S 氏のカリキュラムづくりに向かう「実践的認識」の形成-変容プロセスや優れた体
育実践・カリキュラム実践を創り上げた教師たちの事例から、以下のような共通するカリキュラ
ムを評価する８つのポイント（チェックポイント）が引き出された。 
 ①子どもたちの実態をどのように評価しているか：目の前の子どもの現実把握からスタート
することが年間計画やカリキュラムづくりの第一歩となる。②どのような目標（出口）像を描い
ているか：各階梯で身につけさせたい「体育の学力」を自身の言葉で描くことである。③年間計
画における各学年のテーマを設定しているか。④何を教え（教科内容）、どんな教材を準備して
いるか、⑤重点教材は何か：重点教材の設定→教材の系統化→大単元を構想すること。⑥新年度
の最初の体育授業で子どもたちにどのような授業と出会わせるか：４月に子どもたちが最初に
出会う「つかみの授業」は年間計画・カリキュラムづくりにおいてきわめて重要である。⑦体育
授業と教科外体育（学校行事・部活）をどのように関連づけているか。⑧体育教師集団で毎年年
間計画について話し合っているか：体育教師が専門家として育ち合う「同僚性」の構築が重要な

表１．S氏のカリキュラムづくりに向かう「実践的認識」の形成-変容プロセス（丸山，2021） 



課題である。以上が学校現場で教師たちが体育カリキュラムを実践ベースでチェック（評価）す
る主なポイントとなることが導出された。 
 
（４）ペルーの学校体育カリキュラム開発と評価 
 
 国際指標となる教師による体育のカリキュラム評価指標を引き出すために、ペルーの学校体
育のナショナル・カリキュラムにおける教科内容編成に関する研究（2020）をベースにして、さ
らにドイツの体育教師によるスポーツ指導要領の評価研究（丸山,2008）に依拠しながら、ペル
ー・アレキパ州の体育教師を対象にしてペルーの学校体育におけるナショナル・カリキュラム
（以下、NC）の実践化をめぐるカリキュラム評価についての調査研究（オンライン）を実施した。
この研究成果は、久我アレキサンデルとの共同研究(2023)「ペルーの学校体育におけるナショナ
ル・カリキュラムの実践化をめぐるカリキュラム評価の検討」（日本教科教育学会誌. 第 46 巻第
3号）としてまとめられた。 
その結果、全体的な傾向としてペルーの体育教師は NC を実践の拠り所として位置づけながら

積極的にその中身の把握に努めていること、NC の内容に触れる回数や時間等の量的な接触の差
異がそのまま NC の理解度に反映されること、体育教師の NC の理解度と環境条件が教師の NC 評
価に影響を与えていることが明らかにされた。そして実践とつながるカリキュラム評価の方法
においては、教師のカリキュラムの内実への意識・理解と教師を取り巻く環境条件が重要な構成
要素となることが示唆された。 
本研究では、日本―ドイツ―ペルーにおける実践を基盤にした体育教師によるカリキュラム

評価研究を通して評価方法の国際指標を引き出そうと試みたが、評価方法としての共通項とそ
れぞれの国の文化・社会・学校状況等の違いによる固有性を考慮する必要性が明らかとなり、本
研究では国際指標となりうる学校体育のカリキュラム評価方法モデルを構築するまでには至ら
なかった。今後の研究課題として残された。 
 
 最後に、2018 年～2023 年度にかけて本研究を遂行してきた。2018 年～2020 年度には愛知県立
大学の副学長となり、大学の管理運営業務にウエイトがかかり研究活動全体が十分に展開でき
なかった。加えて 2019 年 2 月以降から新型コロナウイルス感染症が蔓延し、とりわけ国内・国
外（ドイツ）でのフィールドワークが全くできなかった。と同時に 2022 年度には愛知県立大学
を定年退職し、2023 年度から日本福祉大学教育・心理学部に赴任して今日に至っている。本研
究期間には多くの外的条件が重なり、研究活動が遅延してしまった。一方で、スクール・ベース
ト・アプローチによる学校体育のカリキュラム評価研究としては上述の研究成果を引き出すこ
とができ、一定の前進があった。この研究成果と課題をベースに、実践を基盤にした体育カリキ
ュラム研究として残された理論的・実践的課題の解明を今後進めていきたい。 
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